
皆さんには、被災当時の状況を振り返っていただき、まさにまちが浸水していくなかで自分
達がとった行動、そして泥だらけになってしまった真備町で、復興に向かって歩み出そうと決
意させたものは何だったのかについて、提供いただいた貴重な映像とともに語っていただいて
います。
皆さんのお話に共通するのは「繋（つな）がり」です。地域の繋がり、支援者との繋がり、

訪問看護利用者との繋がりがあり、また今回は企業経営者からの視点も加わって、社員や取引
先との繋がりにも話が及びます。

安心して暮らせるまちとして再興するために続けられている現在の活動や、今後目指してい

く「地域防災」のあり方、被災体験から得られた教訓を次の世代へ「繋いで」いこうとする

人々の努力を、動画を通じてたくさんの方々に知っていただきたいと思います。

動画は１２月２３日より当事務所ホームページで公開し、後日ＤＶＤとして各所で無料配付

を予定しています。（裏面に続く）

【問い合わせ先】
国土交通省中国地方整備局 高梁川・小田川緊急治水対策河川事務所

副所長 高橋 泰治

建設専門官 藤川 良治 ☎ 代表 086(697)1020

■同時発表先：岡山県政記者クラブ、倉敷記者クラブ、業界紙（山陽建設通
信社、建通新聞社、日刊建設新聞社、建設日報、中建日報社）

記者発表日

令和３年12月15日
お知らせ

『平成３０年７月豪雨 被災体験から学ぶ～後世へのメッセージ～』

たかはし たいじ

ふじかわ りょうじ

～インタビュー動画第2弾の完成試写会を開催します～

日 時：令和３年１２月２３日（木） １４時００分～１５時００分

場 所：真備健康福祉会館３Ｆ（大会議室）

平成３０年７月西日本豪雨により倉敷市真備町で被災した方々に、被災当時のこと、現在に
至るまでの活動についてお聞きしたインタビュー動画『平成３０年７月豪雨 被災体験から学
ぶ ～後世へのメッセージ～』の第２弾が完成しました。
つきましては、ご協力いただいた方々をお招きし、以下の予定で完成試写会を開催します。

出席者：片岡 奈津子さん（特定非営利活動法人そーる理事長）

須増 国生さん（真備町箭田地区）

中尾 研一さん（服部地区まちづくり推進協議会会長）

中山 正明さん（株式会社テオリ取締役会長）

平井 啓之さん（株式会社日の丸タクシー代表取締役社長）

（五十音順）



DVDパッケージのデザインイメージ

今回のＤＶＤパッケージデザインの「繋」という文字は、岡山県立倉敷商業高等学校書道
部１年の田中 彩月（たなか さつき）さんに揮毫（きごう）していただいたものです。

※デザインは若干変更する可能性があります。

倉敷商業高校書道部１年
田中 彩月さん

ＤＶＤについては、令和４年１月から各所に無料配布する予定です。数に限りがあります
ので、ご希望の方は当事務所問い合わせ先にご連絡下さい。

倉敷商業高校書道部は、平成３０年７月豪雨をきっ
かけに、書を通じての復興活動やメッセージの発信活
動を行う「倉書プロジェクト」に取り組んでおり、令
和３年度に発表した作品のメッセージが「繋」でした。
当事務所がお話を聞かせていただいた方々に共通す

るキーワードも「繋がり」であり、災害からの復興や
防災への思いを表現するために、同校書道部にお願い
してこの動画のために改めて揮毫していただきました。


